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表記による想起されるイメージの違い
―在日中国人留学生と日本人大学生の調査より―

○余 洋（広島大学） 井上 弥（広島大学）
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問題と目的

日本語の漢字表記，ひらがな表記とカタカナ表

記に対するイメージの比較研究されてきている。

岩原・八田（2004）は，漢字表記は「堅い」「難し

い」「知的な」，ひらがな表記は「幼い」「柔らかい」

「簡単な」，カタカナ表記は「外国」「冷たい」「気

取った」という感情的意味を内包しているため，

文章を書く時に，これらの感情的意味を考慮する

ことで，効果的に文脈情報を伝達しようとしてい

ると指摘している。杉島・賀集（1992）は，ひら

がな表記は，漢字表記，カタカナ表記に比べ，概

して力量性次元の正方向にあり，表記間の差が力

量性次元で顕著であると指摘している。このよう

に，漢字，ひらがな，カタカナはそれぞれ独自の

イメージを伝えられることが明らかになっている。

漢字はそもそも中国から伝わってきたものであ

るため，日中同形語を研究材料とした日本人と中

国人のイメージの比較研究もある（e.g., 佐々木，

2010; 張，2017）が，日中同形語以外の漢字とひら

がな，カタカナ表記自体に対して，日本語学習者

はどのようなイメージを持っているのかについて

は研究されていない。さらに，イメージを測定す

る代表的な方法とされている SD 法を用いた研究

もされていない。

そこで，本研究では，在日中国人留学生と日本

大学生を対象とし，SD 法を用いて漢字，ひらがな，

カタカナに対するイメージの相違について比較・

検討を行うことを目的とする。本稿では，日本人

大学生の結果を報告する。

方 法

被調査者 A大学日本人学生 83名を対象とした。

材料 評定概念は予備調査に基づき抽出された

10 語（「きれい」「まんが」「めがね」「けが」「りん

ご」「ゆり」「きざ」「ついたて」「もくれん」「ぶど

う」）を，3 表記した，30 項目を用いた。評定尺度

は評価性次元として「好きな－嫌いな」「きれい－

きたない」「気持ちの良い－気持ちの悪い」の 3形

容詞対，力量性次元として「強い－弱い」「重い－

軽やか」「かたい－やわらかい」の 3形容詞対，及

び活動性次元として「親しみやすい－親しみにく

い」「読みやすい－読みにくい」「活動的な－受動

的な」の 3形容詞対，合計 9形容詞対を 7用いた。

質問項目として，「各表記を見て感じるイメージを

形容詞対で評定し，あなたのイメージにあてはま

るところに○をつけてください」と教示し，7 件

法で回答を求めた。

結果と考察

因子分析 形容詞対について因子分析（最尤法，

プロマックス回転）を行った結果，第 1 因子は，

「評価因子」，第 2 因子は「力量因子」，第 3 因子

は「活動因子」と命名した。「活動的な－受動的な」

を除いたこれら 3 つの因子について分析した。

分散分析 すべての因子においてことばの主効

果，表記の主効果とこれらの交互作用は有意であ

った。ここでは，活動因子を例として，分散分析

の結果を述べる。10 語の 3 つの表記それぞれの活

動因子の得点をプロフィールとして Figure 1 に示

した。

活動因子の表記別プロフィール

ことばの主効果（F (9, 738) = 67.99, p<.001, 
η2=.45），表記の主効果（F (2, 164) = 146.03, p<. 001, 
η2=.64）とも有意であった。さらに，これらの交互

作用（F (18, 1476) = 13.42, p<.001, η2=.14）も有意

であった。各効果について多重比較（Holm 法）を

行ったところ，概して，カタカナより漢字，漢字

よりひらがなの方が活動的であることがわかった。

しかし「きざ」と「まんが」では，カタカナとひ

らがなの 2 つの表記に違いがみられないことがわ

かった。

この結果から，表記による想起されるイメージ

の差異が日本人大学生に見られるが，それはこと

ばによって異なることが明らかになった。今後，

留学生と日本人学生を比較していく。
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小学校の外国語教育
―言語への目覚め活動に着目して―

○矢島由和（鎌倉女子大学大学院） 佐藤淑子（鎌倉女子大学）
佐治伸郎＃（鎌倉女子大学）
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目 的

子どもが言語と文化の関係に触れ，母語や外国語に対するメ

タ言語的な気づきを得るための教示活動のひとつとして，「言語

への目覚め活動」がある。この活動は 年代イギリスで，子

どもの外国語学習・読み書き能力の低さを改善するために実施

された言語意識運動 をルーツと

し，「学校で教えられていない言語と，学校で教えられている言

語を含む，複数の言語を使った学習活動」 大山 と定義

される。

大山 は，公立小学校 年生のクラスを対象に月の名前

を用いた言語への目覚め活動を実践し，児童が活動を通して知

っている外国語の知識の活用，言語ごとに共通している部分が

あることの発見に至ったことを報告している。

岩坂・吉村（ ）は従来小学校において日本語のみで行っ

ていた「ことばへの気づき」活動に「言語への目覚め活動」を

加えることで，メタ言語意識 ことばの仕組みや働きを対象化し，

気にとめ，さらに，意識すること 大津 という「ことば

への気づき」の育成に役立つと述べている。

しかし，これまでの研究では，「言語への目覚め活動」におい

て，どのような言語と母語との比較が，有効なメタ言語的気づ

きに至るかの詳細な検討は進んでいない。そこで本研究では，

小学校の外国語教育の場でそのような活動が行われているのか

調査し，言語への目覚め活動の言語数による効果について検討

する。

研究Ⅰ：授業の発話分析

方 法

年 月から 年 月まで公立小学校へ 回，

年 月に公立中学校へ 回訪問し授業の内容 教師及び児童・生

徒の発話 を記録した。得られた記録は発話ごとに，「活動の種

類」にはルーティン，デモンストレーション，アクティビティ，

クイズ，歌・チャンツ，練習，教科書の カテゴリーを，「発話

の機能」にはフレーズ・単語，挨拶，応答，指示，質問，反応，

推測，訂正，評価の カテゴリーを設定して分析した。

結 果

「活動の種類」は小学校 ～ 年生では練習の割合が大きいの

が，小学校 ～ 年生ではアクティビティが最大の割合となって

いた。中学校 年生では文法の学習や英文を読むなどの「教科

書」の発話記録が最も多かった（ ％）。「発話の機能」は，児

童・教師共に小学校 ～ 年生では「フレーズ・単語」が最も多

かった（児童 ％，教師 ％）。この割合は小学校 ～ 年生，

中学校 年生と年齢が上がるにつれて小さくなった。また，児

童・生徒の発話では「応答」が増え，教師の発話では「質問」

が増えていた。学年が高くなるほど，授業中のやりとりが多く

なることが分かった。

研究Ⅱ：言語への目覚め活動の実験と質問紙調査

方 法

実験には大学生 名が参加した。実験では被験者を対象に，

実際に「言語への目覚め活動」の授業を行い，その前後で，言

語に関連する意識がどのように変化するかを質問紙によって調

査した。質問紙の内容は，外国語に対して感じていること，日

本語と外国語を学ぶ理由，小学校での英語学習と海外経験の有

無，活動を通して言語の特徴や文化との関係等について気づい

たかどうか，言語に対する意識が変わったかという項目よって

構成されていた。題材としては，大山 による言語によっ

て異なる月の名前の形態論的特徴に触れる活動に加え，

による言語によって異なるモノの名前の意味論的特

徴に触れる活動を行った。被験者は， つの言語 日本語・スペ

イン語・英語 に触れるグループ， つの言語 日本語・スペイン

語・英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・フィリピノ語 に触

れるグループに分けられ，その上で，触れる言語の数によるメ

タ言語的気づきの効果の違いについて検討した。

結 果

実験の前後の質問紙調査で尋ねた「複数の外国語を学ぶこと

は大切だと思いますか」「複数の外国語を学びたいと思いますか」

の２項目について，実験の前後の平均値を 検定した結果， 言

語グループにおいてのみ有意差が見られた。「自分が複数の外国

語を使えるようになることは可能だと思いますか」という質問

項目については， 言語グループにおいてのみ有意差が見られた。

活動の言語数が多い方が言語に対しての意欲をより持つ一方，

扱う言語数が少ない方が複数の外国語を使うことが可能だと思

うようになると考えられる。実験後の質問紙調査では，どちら

のグループにおいても活動を通して言語ごとに異なる特徴があ

ること，言語と文化に関係があることへの気づきが見られたが，

「言語ごとに異なる特徴やルールがあることに気づいた」とい

う質問項目について，グループ間の平均に有意差があり， 言語

グループではより気づきが促されていることが示唆された。両

グループとも，言語 日本語・英語・英語以外の外国語 を学ぶ

理由としては，実験後の質問紙調査で文化・価値観や他言語と

の関係についての言及が増えていた。言語は単なる手段ではな

く，それを通して文化や価値観といったものにも触れることが

できると気づいたことがうかがえる。

考 察

小学校では外国の言語の構造や，表現と意味の間の規則性に

ついての理解を喚起する言語への目覚め活動のような試みはみ

られなかった。

言語への目覚め活動の実験では，扱う言語数が多い方が言語

の特徴や文化との関連への気づきが促されたが，言語数の少な

い方が外国語学習についてハードルを低く感じられる可能性も

考えられた。

これまでの外国語教育や，異文化理解のための教育と「言語

への目覚め活動」の違いは，後者では複数言語を比較すること

で，そこから生まれた気づきによって言語全般について思考し，

言語それぞれに文化が伴っていることを認識するメタ言語能力

につながる点にある。「言語への目覚め活動」とは，言語そのも

のを通して，異文化体験をすることができる活動であると考え

る。
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